
令和 7 年度第２回地区推進会議 

日時：令和 8年 3月 23日(月)         

午前 10時 30分～12時（予定） 

場所：市川市役所第 1庁舎 5階 第 2委員会室 

 

 

会  議  次  第 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 議題 

 (1)買い物に行くことが困難について 

 (2)交通が不便について 

(3)その他 

 

 

３ 閉会 

 

 

 

 ≪配布資料≫ 

 資料 1 共通課題の検討～アンケート結果から～ 

  

 

 



１．買い物に行くことが困難について ２．交通が不便について

共通課題の検討～アンケート結果から～

結果概要

➢２２９人中４８人（２１．０％）が課題と感じている
➢曽谷、大柏、市川第二、市川東部、信篤・二俣での課題感が高い一方、
国府台、宮久保・下貝塚、行徳、南行徳などでは低くなっている

➢ゴールドシニア事業「チケット75」によりバス・タクシーの割引が可能（地域包括支援課）
➢移動プラン75（信篤地域運行事業）による「デマンド型乗合いタクシー」（交通計画課）
➢市川市コミュニティバスの運行（交通計画課）
➢福祉有償運送の利用（地域共生課）
➢重度障がい者については福祉タクシーの助成を受けることができる（障がい者支援課）

交通が不便についての具体的事例

①バスの本数が少なく、タクシーを呼ぶにもなかなかつかまらない
②タクシー代金が高く、家計が圧迫されている
③道路がせまく、車の利用が不便
④高齢になり免許を返納したことで、通院への不安がある
⑤医療機関までの交通の便が良くない
⑥バス停まで距離があり、買い物後は荷物も多く大変
⑦交通の便が悪いため、サロンに誘うことができない

交通が不便なことに対して地域住民としてできること

➢時間があるときは、車に乗せて目的地まで連れていく
➢ゴールドシニアのチラシを案内する
➢近隣住民の日常の接触と助け合い、ボランティア精神
➢足がないことを行政に訴える

交通についての現状

結果概要

➢２２９人中５９人（２５．８％）が課題と感じている
➢国分、曽谷、大柏、宮久保・下貝塚、市川第二、信篤・二俣での課題感が高い一方、
国府台、真間、南行徳などでは低くなっている

買い物に行くことが困難な具体的事例

①店が遠い、店までの移動手段がない
②加齢による体力低下、身体上の理由から一人で買い物へ行くことができない
③介護認定を受けていない一人暮らしの高齢者は買い物に行くことができない
④店までの道を通行するのが困難（道が狭い、車通りが多い、坂が多い）
⑤PCやスマートフォンの利用した買い物ができない
⑥暑い時期の買い物で熱中症になった

買い物に行くことが困難なことに対して地域住民としてできること

➢買い物代行をする
➢店まで送り届ける
➢移動販売、宅配、宅食サービスを勧める
➢自分の目で見て購入したい人もいるため、買い物に付き添う
➢ネットスーパーの活用法を教える
➢お互いさま事業を利用する
➢行政への橋渡し

➢イオン、ウェルシアの移動販売が市内を巡回（地域包括支援課）
➢お互いさま事業による買い物代行（市川市社会福祉協議会）

買い物ついての現状
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